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住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
元
気で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
2
年
半
が
経
過
し
ま

し
た
。
制
度
開
始
時
1
5
%の
高
齢
化
率
が
今
年
9
月
に
は
1
6

・
8
%
に
達
し
、
そ
の
数
も
1
0万
8
千
人
を
超
え
て
い

ま
す
。
現
在
区
で
は
、
加
速
す
る
高
齢
社
会
に
お
け
る
地

域
社
会
の
あ
り
方
や
介
護
基
盤
の
整
備
の
基
本
と
な
る
介

護
保
険
事
業
計
画
、
お
よ
び
、
こ
の
計
画
と
整
合
性
を
持

つ
た
老
人
保
健
福
祉
計
画
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
中
間
報
告
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
今
後
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
、
策

定
し
て
い
き
ま
す
。

老
人
保
健
福
祉
計
画

□
計
画
策
定
の
趣
旨

住
み
な
れ
た
地
域
で
、
元
気
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
は
高
齢

者
の
願
い
で
す
。
高
齢
社
会
対
策
基

本
条
例
や
健
康
あ
だ
ち
2
1行
動
計
画

に
沿
っ
た
健
康
寿
命
の
延
伸
・
介
護

予
防
の
充
実
を
図
る
た
め
、
実
態
調

査
の
結
果
や
高
齢
者
人
口
の
推
計
の

分
析
・
予
測
を
行
い
、
介
護
が
必
要

な
場
合
は
安
心
し
て
そ
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社

会
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

□
計
画
策
定
の
ポ
イ
ン
ト

▽
新
た
に
実
施
さ
れ
た
計
画
が
有
効

に
機
能
し
て
い
る
か
の
点
検

▽
高
齢
者
等
実
態
調
査
結
果
や
高
齢

者
人
口
の
推
移
に
伴
う
施
設
整
備
計

画
な
ど
の
見
直
し

※
1
9年
度
の
予
測
は
、
高
齢
者
が
1
3

万
2
千
人
(
1
0万
8
千
人
)
、要
介
護

者
が
1
万
9
千
人
(
1
万
4
千
人
)

で
す
。
(
)
内
は
1
4年
度
の
数
で
す
。

▽
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

策
の
検
討

▽
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
へ
の
支

援
策
の
検
討

□
新
た
な
重
点
課
題

▽
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
核
と

し
た
足
立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
充

▽
「
健
康
あ
だ
ち
2
1行
動
計
画
」
に

沿
っ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

▽
施
設
整
備
計
画
目
標
数
値
の
上
方

修
正
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー

ビ
ス
の
均
衡
の
と
れ
た
サ
ー
ビ
ス
の

提
供

▽
訪
問
介
護
員
に
対
す
る
技
能
向
上

研
修
の
実
施
な
ど
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上

▽
要
介
護
渚
陛
抱
え
る
家
庭
へ
の
家

族
支
援
・
徘
徊
高
齢
者
位
置
検
索
シ

ス
テ
ム
費
用
助
成
・
な
や
み
電
話
相

談
事
業
へ
の
支
援

介
護
保
険
事
業
計
画

「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
は
、
介
護

が
必
要
な
方
が
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
、
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
量
的
な
目
標
と

そ
の
達
成
・
質
の
確
保
の
方
策
を
定

め
る
も
の
で
す
。

□
計
画
期
間
(
1
5年
～
1
9年
)

介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
介
護
保

険
法
の
規
定
に
よ
り
3
年
ご
と
に
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

□
見
直
し
の
基
本
的
考
え
方

こ
れ
ま
で
の
介
護
保
険
事
業
の
実

施
状
況
分
析

第
1
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
定

め
た
基
盤
整
備
や
方
策
の
評
価

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
調
査
な
ど

の
実
態
調
査

□
サ
ー
ビ
ス
供
給
量
の
推
計

施
設
サ
ー
ビ
ス
等

介
護
保
険
の
3
施
設
(
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施
設
・
療

養
型
医
療
施
設
)
に
、
痴
ほ
う
性
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
加
え
る

と
、
1
9年
度
に
入
所
者
数
が
4
千
3
7
2

人
に
な
り
、
1
3年
度
よ
り
9
1
%
増
加

す
る
よ
う
に
見
込
み
ま
し
た
(
表
I
)
　

在
宅
サ
ー
ビ
ス

在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、
一
部
の
サ
ー

ビ
ス
を
除
き
、
必
要
量
に
対
し
て
1
0
0
%

供
給
で
き
る
見
込
み
で
す
(
表
2
)

□
サ
ー
ビ
ス
確
保
の
た
め
の
主
な
方

策
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
中
心
で
あ
る
訪

問
介
護
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
供
給

率
㈲一
%
を
め
ざ
し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
の
養
成
・
育
成
に
努
め
る
。

介
護
保
険
3
施
設
お
よ
び
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
基
盤
整
備
を
推
進

す
る
。

介
護
支
援
専
門
員
へ
の
支
援
(
相

談
体
制
の
強
化
、
新
任
・
現
任
研
修

開
催
、
高
齢
者
ケ
ア
検
討
会
へ
の
支

援
な
ど
)

利
用
者
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
苦

情
処
理
の
仕
組
み
づ
く
り

サ
ー
ビ
ス
評
価
シ
ス
テ
ム
の
推
進

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
協
議
会
の

活
用
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

事
業
ガ
イ
ド
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
マ

ッ
プ
な
ど
に
よ
る
情
報
提
供

□
1
5年
度
か
ら
1
7年
度
の
保
険
料
額

第
1
号
被
保
険
者
保
険
料
(
基
準

月
額
)
の
試
算
額
は
、
3
千
5
0
0
円
程

度
の
見
込
み
で
す
。
最
終
的
に
は
、

地
域
保
健
福
祉
推
進
協
議
会
へ
の
諮

問
、
公
聴
会
の
開
催
、
区
議
会
の
承

認
を
経
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

表1 施設入所者数の推計

表2 在宅サービス供給量の推計

今号の主な内容
2
・
3

面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

/
宿
泊
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

4
・
5

面
▽
1
4年
度
行
政
評
価
レ
ポ
ー
ト
/
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス

6
・
7

面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
掲

示
板
/
ひ
ろ
ば

8
面
▽
▽
▽
1
5年
度
保
育
園
児
募
集
/
ス
ケ
ッ
チ
あ

だ
ち

区長へのファクス
FAX　3880- 5678

「区民 の声」を

お待ちしています

老人保健福祉計画・介護保険事業計画の
説明会・公聴会の開催

対象= 区民 日時等= 表3 申込= 当日直接会場へ
□ 事前に意見を募集します
意見の要旨と参加希望日を記入し、郵送またはファクスで。
※ 当日会場でも意見を受け付けます。事前に中間報告書が必要な方は、
郵便切手210円分と送付先の郵便番号、住所、氏名を記入したものを同
封の上、11月3 日( 必着) までに請求してください

問先=高齢計画課高齢計画　〒120- 8510 中央本町1- 17- 1
03880 ―5111 ㈹03880 ―5614

表3 公聴会日程表

葦

立

ち

「
と
も
に
歩
ん
で
」

1
0月
1
2、
1
3日
の
両
日
行
わ
れ
た

あ
だ
ち
ま
つ
り
「
A
-
F
e
s
t
a
2
0
0
2

」
に
は
多
く
の
方
が
参
加

さ
れ
大
変
な
盛
況
で
し
た
。
運
営
に

携
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
実
行
委

員
会
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
1
0月
1
日
足
立
区
は

区
制
7
0周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
区
制

が
施
行
さ
れ
た
昭
和
7
年
当
時
の
人

口
は
1
4万
人
。今
で
は
人
口
6
4万
人
、

東
京
の
北
の
玄
関
口
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

「
足
立
」
の
地
名
の
由
来
は
、「
葦
」

が
た
く
さ
ん
生
え
て
い
た
こ
と
で

「
葦
立
ち
」
か
ら
「
足
立
」
と
な
っ

た
と
の
説
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
コ
ラ

ム
名
も
そ
こ
か
ら
き
て
い
ま
す
。

一
口
に
7
0年
と
い
っ
て
も
、
人
間

に
た
と
え
る
と
「
古
希
」
に
あ
た
り

ま
す
。
古
希
と
は
中
国
の
詩
人
が
、

昔
か
ら
そ
の
年
齢
ま
で
生
き
る
こ
と

は
め
っ
た
に
な
い
こ
と
を
読
ん
だ

『
人
生
七
十

古
来
稀
な
り
』
と
い

う
詩
か
ら
き
て
い
ま
す
。

ま
も
な
く
7
0歳
を
迎
え
る
私
は
、

干
住
に
生
ま
れ
育
ち
、
足
立
区
の
歴

史
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

振
り
返
り
ま
す
と
5
0周
年
で
は
、

区
民
憲
章
や
区
歌
「
わ
が
ま
ち
足
立
」

が
完
成
。
6
0周
年
に
は
区
民
の
公
募

に
よ
っ
て
、
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

大
切
に
育
ん
で
い
き
た
い
景
観
、「
足

立
6
0景
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
こ
の
7
0周
年
を
大
切
な
「
協

働
」
の
節
目
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、

こ
の
ふ
る
さ
と
足
立
を
愛
し
、
発
展

さ
せ
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

足
立区長
鈴
木
恒
年

世帯と人口 ( 14年10月1 日現在 外国人含む) 世帯数: 28 了, 744 人口: 642, 199 人( 男: 324, 353 人, 女: 317, 846 人)
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保

健

福

祉

ガ

イ

ド

定員に先着順
とあるものは

10 月29 日
から受け付け

2・3面 で問い 合わせ先の電話

番号がないものは区役所代表へ

3880 ―5111( 代)

凡
例

・ 魚 劔 ・ ・
地・

嘸 し 靱 尠 墺 讖

存卜・。徒i 地, 徒- べI 丶徒- ; … … … … … … 冫徒` 徒澀徒徒丁。すS

争 廟 糶j
・l t

・, 申j じ 応 み 繼 攤

秦 菷 ・ 嶼1 ・ 輯 矚 ・
区t 41

啝 臀4

魚 し 込 掫 劔
・

聞 な 噛 ね 竸 抛

争
貪 抛 ぬ 鈿 羹 ぬ 齟6 嗚 ぬ ば 無 鶫

福
祉
手
当
(
国
制
度
)
を

振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉

手
当
、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の

8
～
1
0
月
分
を
届
け
出
さ
れ
た
預
金

口
座
に
H
月
1
1日
ご
ろ
振
り
込
み
ま

す
。
問
先
=
障
害
給
付
係
ま
た
は

各
福
祉
事
務
所
(
表
I
)

高
齢
者
入
浴
券
の
申
請

を
お
忘
れ
な
く

無
料
入
浴
券
を
ま
だ
申
請
さ
れ
て

い
な
い
方
で
希
望
す
る
方
は
、
至
急

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
締
切
日

を
過
ぎ
る
と
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
者
=
4

月
1

日
現
在

、
区
内
在
住
の
7
0
歳
以

上
の
方
(

昭
和
7

年
4
月
2

日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
)

で
、
高
齢
者
福
祉

手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方
/

特
別

養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
訪
問
入
浴
介

護
・
施
設
入
浴
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利

用
し
て
い
な
い
方

※
1
4
年
度
交
付

済
み
の
方
は
除
く

期
限
=

‥
1
1
1
1

一
月
2
9

日

申
先
=

在
宅
支
援
係
ま
た
は
各

福
祉
事
務
所
(
表
1
)

問
先
=

在
宅

支
援
係

表1 福祉事務所一覧
障
害
別
福
祉
相
談

障
害
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
を
持

ち
、
区
か
ら
委
託
を
受
け
た
相
談
員

が
、
障
害
を
も
つ
方
の
生
活
上
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

日
時
等
=

表
2

場

所
=

竹
の
塚
障
害
福
祉
館

問
先
=

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

啻
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

表211 月の相談実施日
乳
幼
児
ア
レ
ル
ギ
ー

予
防
教
室

日
時
等
=
表
3

対
象
=
ア
レ
ル
ギ

ー
が
心
配
な
乳
幼
児
の
家
族

申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
各
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
(
表
3
)

表3 乳幼児アレルギー予防教室

斑持間は各保健総合センターへお問い合
わせください

介
護
す
る
人
・
さ
れ
る
人
の

口
腔
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
(
2
日
制
)

日
時
=
H
月
2
6日
㈹
・
1
2月
9
日
㈲
、

午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
=

介
護
者
家
族
/
ヘ
ル
パ
ー
ノ
高
齢

者
施
設
関
係
職
員
ほ
か

内
容
等
=

講
演
「
口
腔
ケ
ア
の
A
B
C

」
(
清

水
け
ふ
子
氏
・
歯
科
衛
生
士
)
/

寝

た
き
り
の
方
の
口
腔
ケ
ア
実
習

定

員
=
3
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健
係

{
J
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病
の

予
防
を
目
的
と
し
た
健
康
診
査
を
行

い
ま
す
。

対
象
=
申
込
日
現
在
で
4
0

歳
以
上
の
区
民
(
職
場
で
健
康
診

査
を
受
け
る
機
会
が
あ
る
人
を
除

く
、
1
年
に
I
回
の
み
)
内
容
=
血

液
・
尿
・
心
臓
・
肝
機
能
・
腎
機
能

な
ど
の
検
査

場
所
=
区
内
指
定
医

療
機
関

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生

年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
。

「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
希
望
」
を

明
記
。
お
よ
そ
2
週
間
後
に
受
診
票

と
案
内
を
送
付

申
・
問
先
=
成
人

保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本

町
I
-
1
7
-
I

高
脂
血
症
予
防
教
室

2
日
制

日
時
=
‥
H
月
1
3
日
南
・
2
0
日
南
、
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
内
容
=

高
脂
血
症
と
は
/
あ
な
た
の
食
事
大

丈
夫
?
/
手
軽
に
で
き
る
運
動

定

員
=
3
0
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1
　

3
日
制

日
時
=
1
2月
2
日
顔
・
9
日
顔
・
1
6

日
顔
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

内
容
=
体
験
交
流
/
身
体
計
測
/
若

々
し
い
生
活
を
続
け
る
た
め
の
運
動

知
識
/
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
ノ
脂
肪

を
燃
や
す
効
果
的
な
運
動
/
活
動
グ

ル
ー
プ
紹
介

定
員
=
4
0人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問

先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域

保
健
係

啻
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時
=
‥
1
1
1
1
一
月
1
5
日
窗
、
午
後
2
時
～

4
時

場
所
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

内
容
=
食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
と

も
に
生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
調
理
実
習

定
員
=
2
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
3
0
0

円
(
材
料
費
)

持
ち
物
=
エ
プ
ロ

ン
ノ
三
角
き
ん
/
ふ
き
ん
2
枚
/
筆

記
用
具

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄

養

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

食
と
健
康
教
室
(
2日
制
)

日
時
=
‥
1
1
月
1
3日
南
・
1
8日
囲
、
午

後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

内
容
=

カ
ル
シ
ウ
ム
を
上
手
に
と
る
コ
ツ

(食
事
編
)
/
骨
と
筋
肉
を
丈
夫
に

す
る
運
動

定
員
=
3
0
人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
間

先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健

栄
養

啻
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

大
人
の
ぜ
ん
息
相
談

教
室

日
時
=
1
1月
2
5日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分

場
所
=
区
役
所

対
象
=
ぜ
ん

息
を
治
療
中
の
1
5歳
以
上
の
区
民
お

よ
び
そ
の
家
族

内
容
=
講
演
と
相

談
会

講
師
=
岡
村
樹
氏
(
都
立
駒

込
病
院
呼
吸
器
内
科
医
長
)

定
員
=
2
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
公
害
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

「
C
型
肝
炎
」講
演
会

日
時
=
‥
1
1
1
1
一
月
9
日
出
、午
後
1
時
～

3
時

場
所
=

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

内

容
=
C

型
肝
炎
の
早
期
発
見
や
最
新

治
療
/

日
常
生
活
の
工
夫
に
つ
い
て

講
師
=

小
俣
政
男
氏
(

惠
只
大
学
消

化
器
内
科
教
授
)

定
員
=
1
5
0人
(
先

着
順
)

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=

東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健

係

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

高
齢
者
の
方
に

無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時
等
=
H
月
5
日
脚
・
1
9日
脚
・
:

千
住
北
部
地
域
集
会
所
/
H
月
8
日

窗
・
2
2日
窗
・
:
竹
の
塚
障
害
福
祉

館
、
い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
前
9
時

～
午
後
3
時
1
0
分
対
象
=
7
4
歳
以

上
で
区
内
在
住
の
方

定
員
=
4
8人

(先
着
順
)

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

※
施
術
者
の
指
名
は
で
き
ま

せ
ん

問
先
=
障
害
福
祉
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
5
″
D
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心
と
体
の
健
康
教
室

日
時
等
=
表
4
対
象
=
1
8
歳
～
3
9

歳
ま
で
の
女
性

定
員
=
5
0
人
(
先

着
順
、
保
育
有
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

表4 心とからだの健康教室日程乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

初
め
て
の
方
は
、
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
前
年
に
受
診
(
誕
生
月
か

ら
半
年
以
内
)
さ
れ
た
方
は
、
今
年

の
誕
生
月
に
受
診
票
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
新
た
な
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

※
過
去
1
年
以
内
に
、
同
種

の
検
診
を
受
け
た
方
は
除
く

対
象
=
3
0

歳
以
上
の
女
性

内
容
=
乳
が

ん
と
子
宮
が
ん
検
診

申
込
=
(
ガ

キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(
フ

リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
、
希
望
検
診
名
を
明

記
。
お
よ
そ
2
週
間
後
に
受
診
票
と

案
内
を
送
付

申
・
問
先
=
成
人
保

健
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

尿
失
禁
講
座

日
時
=
H
月
2
0
日
南
・
2
9
日
廁
、
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
対
象
=
女
性

内
容
等
=
2
0日
・
:尿
失
禁
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
と
そ
の
対
策
(
巴
ひ
か
る
氏
・

東
京
女
子
医
大
第
2
病
院
泌
尿
器
科

医
師
)
/
2
9日
…
尿
失
禁
予
防
体
操

(鮫
島
奈
穂
子
氏
・
都
リ
(
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
病
院
理
学
療
法
士
)

定

員
=
5
0人
(
先
着
順
)
申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。胃
の
検
診
で
は
、
ペ
プ
シ

ノ
ゲ
ン
法
と
X
線
撮
影
法
の
い
ず
れ

か
を
選
べ
ま
す
。
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法

は
少
量
の
採
血
で
す
み
ま
す
の
で
、

気
軽
に
受
診
で
き
ま
す
。

日
時
等
=

表
5

対
象
=
3
5歳
以
上
の
区
民

奈
胃
を
切
除
し
た
方
、
胃
の
病
気
で

治
療
中
の
方
、
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
で

要
精
密
検
査
と
な
っ
た
方
は
除
く
。

腎
不
全
の
方
は
X
線
撮
影
法
の
み
可

内
容
=
(
1
)ペプ
シ
ノ
ゲ
ン
法
胃
が
ん

検
診
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
(
2
)
X

線
撮
影
法
胃
が
ん
検
診
(
中
央

本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
の
み
で
受

診
可
)
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検

診

定
員
=
5
5～
6
0人

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

(フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
表
5
よ
り

胃
が
ん
検
診
名
(
(
1
)血液
検
査
(
2
)
X

線
撮
影
の
い
ず
れ
か
一
方
を
選

択
)
、
検
診
日
、
受
診
場
所
を
第
3

希
望
ま
で
明
記

期
限
=
受
診
希
望

月
の
前
月
1
5日
必
着
。
受
診
票
の
送

付
は
前
月
末
日

※
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、
希
望
日
の
翌
々
月
に
な

っ
た
り
、
受
診
場
所
が
ほ
か
の
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
診
療
放
射
線

〒
1
2
0

・
0
0
1
1
中
央
本
町
I
-
5
-
3
　
　
　

　
(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

表5消化器がん検診日程ふ徒徒徒徒丿徒徒徒

( 1)血液検査十検便

( 2)× 線撮影十検便

※ 印の日程は午後、それ以外は午前に実施

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
が
始
ま
り

ま
す

予
防
接
種
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
病
を
減
ら
し
た
り
、
入
院
の
防

止
に
な
り
ま
す
。
予
防
接
種
予
診
票

(兼
申
込
書
)
等
は
医
療
機
関
に
備

え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
直
接
医
療
機

関
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
他
区
の

医
療
機
関
で
の
接
種
を
希
望
す
る
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な

お
、
希
望
す
る
区
民
に
だ
け
実
施
す

る
も
の
で
す
。
子
ど
も
の
予
防
接
種

と
違
い
、
自
己
負
担
金
が
必
要
で

す
。
予
防
接
種
実
施
期
間
=
‥
1
1
月

I
H
～
1
5
年
2
月
2
8
日
ま
で
対
象

者
=
区
内
在
住
の
6
5歳
以
上
の
方
/

区
内
在
住
の
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

器
・
免
疫
障
害
を
有
す
る
方
(
身
体

障
害
者
手
帳
1
級
相
当
)
で
6
0歳
以

上
の
方

※
対
象
外
の
方
は
、
本
人

の
全
額
負
担
に
よ
る
任
意
接
種
に
な

り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
医

療
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

実

施
医
療
機
関
=

「
本
院
は
定
期
予
防

接
種
の
実
施
医
療
機
関
で
す
」
の
看

板
に
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
表

示
の
あ
る
医
療
機
関

自
己
負
担
金
=
2

千
2
0
0円

※
医
療
機
関
に
直
接

お
支
払
い
く
だ
さ
い

持
ち
物
=
健

康
保
険
証
等

※
接
種
当
日
は
、
自

宅
で
体
温
を
測
っ
て
お
い
て
く
だ
さ

い

自
己
負
担
金
免
除
の
方
=
生
活

保
護
を
受
給
し
て
い
る
方
/
区
内
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
所
さ

れ
て
い
る
方

問
先
=
母
子
保
健
係

日
(
3
8
8
0
)
5
8
9

介
/・

ま
た
は
各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
3

参
照
)

非
常
勤
看
護
師
を

募
集
し
ま
す

雇
用
期
間
=
H
月
～
1
5
年
3
月
対

象
=
看
護
師
の
有
資
格
者
内
容
=

障
害
者
へ
の
健
康
相
談
・
健
診
介
助

な
ど
勤
務
条
件
=
週
4
～
5
日

募
集
人
員
=
若
千
名

報
酬
=
日
給
1

万
5
0
0
円

選
考
方
法
=
書
類
お
よ

び
面
接

申
・
問
先
=
東
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
係

啻
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

講
演
会

虐
待
防
止
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時
=

‥
1
1
1
1

一
月
‥
H日
顔

、
午
後
1

時
3
0

分

内
容
等
=

地
域
の
子
育
て
を
考

え
る
(

松
岡
俊
彦
氏
・
社
会
福
祉
法

人
さ
が
み
愛
育
園
理
事
長
)
/

事
例

報
告

定
員
=
2
0
0人
(
抽
選
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=

こ
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
6
0
6
)
1
3
3
1

徒
>

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

住
区
セ
ン
タ
ー
で
、
健
康
に
つ
い

て
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
や
パ
ネ
ル

展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
等
=

表
6

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

表6　11 月の住区健康フェスティバル日程

11 月の献 血

11月の休日接骨院当番所
骨折や脱きゅう 、ねんざ・打撲などの応急施術

を当番制で行っています。 〈衛生管理課》

※ いずれも時間は、午前9時～午後5時

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

□
1

・
2
月
分
の
利
用
案
内

申
し
込
み
は
、
生
涯
学
習
振
興
公

社
の
各
施
設
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
=
公
社
各
施
設
で
販
売
す
る
申

込
(
ガ
キ
(
5
0
円
)
に
、
必
要
事
項

を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
(
I

グ
ル
ー
プ
ー
枚
の
み
)
期
間
=
H

月
1
日
～
1
0
日
必
着
(
抽
選
結
果
を

1
1月
末
日
ま
で
に
郵
送
)

当
選
者

受
付
=
1
2
月
1
2日
ま
で
に
各
公
社
施

設
で
利
用
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

(こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ

ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

□
空
き
室
の
利
用

八
1
・
2
月
分
ソ

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み

は
、
1
2月
1
3日
か
ら
公
社
各
施
設
で

直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

八
1
0
∴
囗
・
1
2月
分
ソ

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※
仮
予
約
後
、
3
日
以

内
ま
た
は
利
用
初
日
の
3
日
前
の
ど

ち
ら
か
近
い
日
ま
で
に
利
用
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
を
過

ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま

す
。
湯
河
原
・
那
須
・
伊
豆
高
原
の

み
、
利
用
初
日
の
2
日
前
と
前
日
の

空
室
を
各
保
養
所
で
、
直
接
ま
た
は

電
話
に
て
受
け
付
け
ま
す
。
延
泊
希

望
も
対
応
し
ま
す
(
料
金
は
現
地
払

い
)
た
だ
し
、
利
用
初
日
の
2
日
前

が
休
館
日
の
場
合
は
受
け
付
け
で
き

ま
せ
ん
。

□
保
養
所
(
湯
河
原
、
那
須
、
伊
豆

高
原
)
の
団
体
利
用
募
集

毎
週
日
曜
日
(
た
だ
し
翌
日
の
月

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
月
曜
日
)
I

泊
の
み
利
用
で
き
ま
す
。
期
間
=

▽
2
0
人
以
上
の
団
体
・
:
H
月
6
日
～

8
日
(
1
5
年
3
・
4
月
利
用
分
)
、

午
前
9
時
～
午
後
5
時
※
受
付
開

始
時
刻
に
複
数
団
体
が
い
た
場
合
は

申
し
込
み
の
順
番
を
抽
選
。
各
公
社

施
設
で
も
団
体
利
用
案
内
の
チ
ラ
シ

を
配
布

場
・
申
・
問
先
=
地
域
支

援
課
振
興
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
1
T
)

□
那
須
保
養
所
利
用
者
の
方
へ

H
月
～
1
2
月
に
か
け
て
那
須
森
の

家
の
バ
ル
コ
ニ
ー
エ
事
を
し
ま
す
。

宿
泊
さ
れ
る
お
客
様
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
拿
す
が
、ご
了
承
願
い
ま
す
。

各施設利用案内1 ・2 月利用分

※利用申込は2 人以上、1 グ ループ、ハガキ1 通でお願いします
※ 日光・塩原林間学園、鋸南自然の家、鹿沼野外レクリエーションセンターの利
用できる日でも学校が利用し空室がー部しかない場合があります
※ 「那須」へは直通バスが運行しています。くわしくは公社窓口へお問い合わせ
ください
※ 「湯河原」と「那須」の12月31日の郵白申し込みは今回の1 月分の利用申し込
みになります。ただし、「伊豆高原」は利用できません
※ 12月31日から1 月4 日の間の「湯河原」および「那須」の予約は、1グループ
3部屋までとなります

※ 12月31日から1 月4 日郵 白の食事料金は、大人3 千円、子ども1, 500 円になり
ます

○ 訂正とおわび　わたしの便利帳25ページに掲載されている「救急指定医療機関名簿」の中で「愛里病院」の診療科目に「小児科」が記載されていますが、
現在は診療していません。訂正しおわびします。なお、医療機関名簿を利用される場合は、事前に電話確認の上ご利用ください。 《広報課》
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14年度行政評価レポート? 「子育て」や「教育」の
環境はどうでしょうか

次代を担う子どもたちには、健やかに育ち、いき
いきと学んでいってほしいものです。では、区の子
育てや教育の状況はどうなっているのでしょうか。

区では今、行政評価に取り組んでいます。14 年度の概略が
まとまりましたので、一部お知らせします。

★行政評価って何?
「この事業は、区民のためにな丁丶

ている? 」「これは本当に効果がある
の? 」「税金の無駄遣いになってい ない? 」など、
行政評価は、区の現状を様々な角度から見つめ
て課題を明らかにし、その解決のために区が行

ってきたことを皆さんとともに検証していく仕
組みです。そして、課題解決の方策を見つけ、
皆さんにとって必要な事業は何か、限りあ
る税金を有効に活用する道筋を明らか!
こしていくものです。 ノ

足立区の行政評価は
どこまで進んでいるの?
「何」を「どのような基準」で評価し ぺ
ていくかはとても難しく、多くの自治体
が試行錯誤を繰り返しています。足立区も
例外ではなく、今も最適の方法を模索して

いるところです。
現在は、「健康」「子育て・教育」「高齢・障害」

「産業・経済」「安全」「環境」「利便・快適」「区
民活動」「行政」という9 つの分野を通じ、区の現
状などをお知らせしています・ 、

今後は、16年度をめどに制度の更なる向
上をめざし、大胆な改良や見直しを

加えていく予定です。

区民の皆さんの「健康」は
どうでしょうか

健康はいきいきとし
た暮らしの基本です。
では、区民の皆さんの
健康はどのような状況
なのでしょうか。

例
え
ば
、
生
活
習

槇
病
の
鐵
子
を
貝

て
み
る
と・
:

図1 生活習慣病にかかっている区民の割合

区が行っている節目健診( 40 ・50・60歳
の方を対象) を受診した方のうち、糖尿病・
高血圧・高脂血症のいずれかと診断された
方の割合

表1 健康を守るため区が行っている主な取り組み

健康づくりは、皆さん一人ひ
とりが日常生活の中で取り組九
でいくことが大切です。区はこ
、れからもヽ健康あだち21などヽ
纎々な取り組みを通じて皆さん
の健康づくりをサポートしてい
きます。

例えば、保育サービスの充
足度や区立小・中學皎の授
業の饑子を舁てみると…

図2 保育サービスを希望しながら受けられていない児童数

保育サービスを希望しながら、保育園・保育ママなどいずれのサ
ービスも受けられていない児童数。4月1日を基準として算出

図3 学校の授業が楽しいと感じる児童・生徒の割合

教育改革の一環として展開している「開かれた学校づくり」の
取り組みの1 つである「授業診断」の中で、「授業が分かった・楽
しかった」などの観点から、児童・生徒の声を集計し、数値に表
したもの

表2 子育てや教育に関して区が行っている主な取り組み

※ 一般会計のほか、国民健康保険、老人保健医療、介護保険の特別会計分、約1, 200 億円か含まれています。
また、取り組み内容が幅広いため、「子育て・教育」以外の分野にも関連します

区はこれからも、多様な
保育サービ スを充実させ

て子育てを支援するとともに、地域や家
庭、孛皎が一体となって子どもたちを肓
む環墳づくりをめざしていきます。

区の「環境」は
どうでしょう

私たちの暮らしは、便利さと引き換
えに環境に大きな負担をかけ続けてお
り、資源の枯渇や地球温暖化などの問
題が表面化してきています。足立区の
環境はどうなのでしょうか。

例えば、ごみ
の排出量を貝
てみると…

図4 年間ごみ処理量

表3 環境を守るために区が行っている主な取り組み

良好な環境を保っていくことは、
融たちの暮らしを守ることであり、
また、次の世代に対して果たすべき
覊務でもあります。
区はこれからも区§ の皆さんと一体

となって、環境問題に多面的に
取り組九でいきます。

今回紹介したのは区の行政評価の一例です。くわしくは、行政評価推進室や
区政情報室、図書館、区ホームページでご覧になれます。
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

行政評価に関するお問い合わせは
行政評価推進室 　3880- 5111( 代)

統
合
新
校
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
!
!

千
住
地
域
の
小
中
学
校
適
正
配
置

全
体
計
画
に
基
づ
き
、
次
の
統
合
新

校
5
校
の
環
境
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
学
校
統
合
を
行
う
こ
と
に
よ
り

教
育
環
境
お
よ
び
教
育
効
果
の
向
上

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

☆
千
寿
小
学
校
(
千
寿
小
と
千
寿
第

二
小
の
統
合
新
校
・
4
月
1
日
開
校
)
　

統
合
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
は
友
達

も
増
え
、
元
気
に
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

特
別
教
室
改
修
や
校
内
無
線
L
A

N
な
ど
の
整
備
に
よ
り
新
し
い
学
校

づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

☆
千
寿
常
東
小
学
校
(
千
寿
第
四
小

と
柳
原
小
の
統
合
新
校
・
4
月
1
日

開
校
)

ト
イ
レ
の
ド
ラ
イ
化
や
教
室
床
改

修
な
ど
で
校
舎
内
も
明
る
く
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
設
置
さ

れ
た
「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
協
議

会
」
も
統
合
時
に
培
わ
れ
た
地
域
と

の
連
携
協
力
体
制
を
い
か
し
、
活
発

に
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

☆
千
寿
青
葉
中
学
校
(
第
三
中
と
第

十
五
中
の
統
合
新
校
・
1
5年
4
月
1

日
開
校
予
定
)

校
歌
は
両
校
の
生
徒
、
保
護
者
お

よ
び
地
域
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
歌
詞

を
も
と
に
、
第
十
六
中
出
身
の
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
安
藤
秀
樹

さ
ん
に
歌
詞
の
補
作
と
作
曲
を
依
頼

し
て
い
ま
す
。

校
章
は
応
募

作
品
1
8
8点
の
中

か
ら
第
三
中
卒

業
生
、
石
井
愛

実
さ
ん
の
作
品

に
決
定
し
ま
し

た
。

制
服
は
両
校
の
制
服
選
定
委
員
会

で
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

☆
千
寿
桜
堤
中
学
校
(
第
二
中
と
第

十
六
中
の
統
合
新
校
・
1
7年
4
月
1

日
開
校
予
定
)

新
校
の
建
設
(
旧
柳
原
小
の
跡
地
)

に
向
け
、
現
在
、
旧
柳
原
小
の
解
体

工
事
に
入
っ
て
い
ま
す
。

☆
千
寿
第
三
小
学
校
と
元
宿
小
学
校

の
統
合
新
校
(
1
7年
4
月
1
日
開
校

予
定
)

両
校
の
統
合
に
向
け
、
教
職
員
連

絡
協
議
会
が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
両
校
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
交

流
事
業
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。お

問
い
合
わ
せ
は

適
正
配
置
担
当
課

(
3
8
8
0
)
5
9
7
8

1
3年
度
　
区
の
老
人
医
療
費

総
額
は
4
6
2億
円
余
!

□
廊
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
へ
お
使

い
に
な
っ
た
医
療
費
を
お
知
ら
せ
し

ま
す1

0月
末
に
医
療
費
の
お
知
ら
せ
通

知
を
郵
送
し
ま
す
。こ
の
通
知
書
は
、

皆
さ
ん
の
健
康
と
医
療
費
負
担
の
内

容
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。
今
回
は
、
H

年
4
月
に
診
療
を
受
け
た
方
、
ま

た
は
6
月
に
柔
道
整
復
師
か
ら
請
求

が
あ
っ
た
方
に
、
そ
の
月
の
医
療
費

の
全
額
(
1
0割
分
)
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
(
総
医
療
費
が
1
万
円
以
下
の

場
合
や
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
が
遅

れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
お
送
り
し

て
い
ま
せ
ん
二
な
お
、こ
の
通
知
は
、

お
知
ら
せ
で
す
の
で
、
特
に
手
続
き

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□
上
手
な
受
診
の
心
掛
け
を

区
が
1
3年
度
に
支
払
っ
た
老
人
保

健
医
療
費
は
、
1
人
当
た
り
平
均
7
6

万
2
千
円
余
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
が
病
気
予
防
や
上
手
な
受

診
を
心
掛
け
、
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し

I

い
ず
れ
も
I

問
先
=
高
齢
医
療
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

あ
だ
ち
広
報
「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
1
1月
号
」

皆
さ
ん
の
お
便
り
を
募
集
!

(
1
)「
読
者
の
ペ
ー
ジ
」
へ
の
投
稿

1
月
号
の
テ
ー
マ
は
「
本
」
で
す
。

「
読
ん
で
感
動
し
た
本
≒
人
生
に
影

響
を
与
え
た
本
≒
お
も
し
ろ
か
っ
た

本
」
な
ど
、
今
ま
で
読
ん
だ
本
の
中

で
、
あ
な
た
の
心
に
残
っ
て
い
る
本

に
つ
い
て
の
話
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
自
由
意
見
で
も
結
構
で

す
。
3
0
0字程
度
で
。

(
2
)まち
の
情
報

「
ま
ち
の
と
っ
て
お
き
」で
区
民
編

集
員
が
紹
介
す
る
、
ま
ち
の
話
題
、

特
徴
あ
る
施
設
や
お
店
、
頑
張
っ
て

い
る
人
な
ど
。

(
3
)季
節
の
絵
て
が
み

1
・
2
月
ご
ろ
に
合
わ
せ
た
作
品

を

。
な
お
、
応
募
い
た
だ
い
た
作
品

は
返
却
し
ま
せ
ん

。

応
募
方
法
=
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、郵
送
(
1
)
(
2
)

は
フ
ァ
ク
ス
ー
メ
ー
ル
可
)
期
限
=

(
1
)
(
3
)
は
H
月
2
6
日
必
着
/
(
2
)
は
随
時

受
け
付
け
応
募
・
問
先
=
広
報
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
1
1
7

-
1
啻
(
3
8
8
0
)
5
8
1
″
`
り
　
　
　
　
　

(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

E
メ
ー
ル
=
k
o
u
h
o
u
@
c
i
t
y

徒
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

綾
瀬
川
水
環
境
モ
ニ
タ
ー
募
集

対
象
=
1
0
歳
以
上
で
綾
瀬
川
・
伝
右

川
・
毛
長
川
の
近
く
に
住
ん
で
い
る

方
定
員
=
1
0
人
(
選
考
)
任
期
=

1
5
年
1
月
～
1
9
一
月
申
込
=
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
住
所
、
電
話
番
号
、

職
業
ま
た
は
学
校
名
、
応
募
し
た
動

機
・
理
由
を
明
記
し
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
郵
送

期
限
=
1
1
月
2
9日
消
印

有
効

申
・
問
先
=
環
境
課
河
川
浄

化

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
6
3
1
　
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
2
O

ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月
入
居
者
募
集

体
が
や
や
弱
っ
た
こ
と
に
よ
り
生

活
に
不
安
が
あ
る
高
齢
者
が
、
安
心

し
て
自
立
し
た
生
活
を
し
て
い
く
た

め
の
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。
食
事

の
提
供
や
入
浴
の
準
備
、
生
活
相
談

な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
対
象
=

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
…
区
内

在
住
で
満
6
0歳
以
上
(
夫
婦
室
は
ど

ち
ら
か
1
人
が
該
当
)
/
自
炊
が
で

き
な
い
程
度
の
身
体
機
能
の
低
下
、

ま
た
は
高
齢
等
の
た
め
独
立
し
た
生

活
に
不
安
が
あ
る
方
/
身
の
回
り
の

事
が
自
分
で
出
来
る
方
/
使
用
料
が

負
担
で
き
る
方
(
本
人
の
年
収
に
よ

り
月
額
約
3
万
～
1
2
万
円
の
ほ
か
実

費
相
当
分
)
/
保
証
人
を
立
て
ら
れ

る
方
募
集
室
数
=
個
室
2
室
/
夫

婦
室
3
室
配
布
・
申
込
期
間
=
H

月
5
日
～
1
5
日
申
込
=
電
話
連
絡

9
?
兄
、
本
人
と
保
証
人
が
申
込
用

紙
を
施
設
に
持
参

※
申
込
用
紙
は

各
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
区

民
事
務
所
、
ケ
ア
(
ウ
ス
六
月
、
高

齢
調
整
係
で
配
布

申
先
=
ケ
ア
(

ウ
ス
六
月日

(
5
2
4
2
)
0
3
0

″
3

問
先
=
高
齢
調
整
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8

〈り

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

駅

名

応

募

状

況

千
5
0
0通
を
超
え
る
ご
応
募
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(仮
称
)
青
井
駅
の
候
補
名
と
し
て

は
、『青
井
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た

も
の
、
ま
た
、
ぶ
I

の
イ
メ
ー
ジ
か

ら
水
や
空
を
連
想
し
た
名
称
な
ど
多

く
の
ア
イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。(仮

称
)
六
町
駅
の
候
補
名
と
し
て

は
、
駅
の
所
在
地
や
駅
勢
圏
の
地
名

を
用
い
る
提
案
が
多
数
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
田
園
風
景
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
名
称
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
H
月
下
旬
の
庁
内
選
考

を
受
け
、
足
立
区
の
候
補
名
を
決
定

し
、
1
9一月
に
都
を
通
じ
て
鉄
道
事
業

者
へ
要
望
し
ま
す
。
来
年
2
月
ご
ろ

鉄
道
事
業
者
に
よ
り
全
駅
名
が
正
式

決
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。
問
先
=

都
市
交
通
課
常
磐
新
線
推
進

讐
(
3
8
8
0
)
5
7
1
n

コ

進
め
!

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

つくば エクスプレス

六町 駅(
仮 称)

始
発
駅
秋
葉
原
か
ら
終
点
駅
つ
く

ば
ま
で
わ
ず
か
4
5分
で
つ
な
ぐ
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
。
足
立
区
内
は
、

北
千
住
駅
、
青
井
駅
、
そ
し
て
六
町

駅
と
3
ヵ
所
の
駅
を
通
過
し
ま
す
。

六
町
地
区
の
東
に
は
綾
瀬
川
が
流

れ
、
南
は
西
加
平
地
区
で
す
。
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
住
宅
が
密
集
し
、
小
さ

な
ア
パ
ー
ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

区
内
に
は
め
ず
ら
し
く
、
集
団
公
営

住
宅
の
な
い
地
域
で
す
。
ま
た
、
小

さ
な
工
場
や
事
業
所
、
倉
庫
な
ど
が

多
い
こ
と
も
特
徴
で
す
。

六
町
駅
は
地
下
3
層
構
造
で
、
長

さ
は
2
2
3
m、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は
ひ

と
つ
で
す
。
駅
の
出
入
り
囗
は
3
カ

所
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
末
に
は
、

駅
舎
が
完
成
し
、
設
備
関
係
工
事
が

始
ま
る
予
定
で
す
。
駅
周
辺
に
は
交

通
広
場
や
駐
輪
場
な
ど
が
整
備
さ

れ
、
複
合
商
業
施
設
や
公
園
・
緑
地

な
ど
、
住
み
良
い
施
設
が
造
ら
れ
る

予
定
で
す
。

《
広
報
課
》

▲ 順調に作業が進んでいる
( 仮称) 六町駅ホーム
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年
末
調
整
説
明
会

日
時
等
=
表
I

問
先
=
特
別
徴
収

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
3
2

足
立
税
務
署
源
泉
所
得
税
担
当

g
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署
源
泉
所
得
税
担
当

一一
J
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

休
日
納
税
・
納
付
相
談

日
時
=
H
月
1
0日
糾
、
午
前
9
時
～

午
後
4
時

場
・
問
先
=
納
税
課
納

税
第
丁

二
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
3
6
8
7

国
民
健
康
保
険
課
納
付
相
談
第
∇

二
係啻

(
3
8
8
0
)
5
2
4
3
8
4

介
護
保
険
課
保
険
料
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

休
日
訪
問
徴
収

区
の
財
源
確
保
の
た
め
、
徴
収
強

化
策
の
一
環
と
し
て
H
月
1
0日
回
に

休
日
訪
問
徴
収
を
行
い
ま
す
。
区
・

都
民
税
を
滞
納
し
て
い
る
お
宅
に
、

納
税
課
職
員
が
訪
問
催
告
に
伺
い
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
納
税
第
∇

二
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
3
6
8
7

社
会
保
険
街
頭
相
談

日
時
=
1
1一月
6
日
南
、
午
前
1
0時
～

午
後
4
時

場
所
=
竹
ノ
塚
駅
東
口

広
場

内
容
=
足
立
社
会
保
険
事
務

所
の
年
金
担
当
に
よ
る
個
別
相
談

問
先
=
国
民
年
金
課
調
整
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5

《
7』

国
民
年
金
基
金
相
談

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な
ど

の
方
が
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
実
現
す

る
た
め
に
、
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
給

付
を
行
う
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

日
時
=
H
月
6
日
南
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4

時

場

所
=

梅
田

地
域

学
習

セ

ン

タ
ー

問

先
=

国
民

年
金

基
金

g
(
5
2
8
5
)
8
8
0
0

国
民

年

金
課
調

整
係

`
一
口
(
3
8
8
0
)
5
8
5
2

表1 年末調整説明会日程等

※ 説明会の内容については 、各税務署または特別徴収係へお問い合わせく ださ い
※ 車での来場はご 遠慮< ださい

1
1月
の
国
民
年
金
相
談

日
時
等
=
1
1
月
2
7
日
困
・
梅
田
区
民

事
務
所
、
2
8
日
困
・
千
住
区
民
事
務

所
、
い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
3
0分

内
容
=
手
続
き

や
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
の
相
談

問
先
=
国
民
年
金
課
調
整
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
2

R
(
リ
サ
イ
ク
ル
)
の
お
店

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
発
刊
!

様
々
な
方
法
で
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
し
て
い
る
登
録
店
の
情
報
紙
が
出

来
ま
し
た
。
全
6
7店
す
べ
て
写
真
と

コ
メ
ン
ト
入
り
。
毎
日
の
買
い
物
に

役
立
て
く
だ
さ
い
。
配
布
場
所
=

各
区
民
事
務
所
/
区
政
情
報
室
/
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
課
/
あ
だ
ち
再
生
館

問
先
=
普
及
啓
発
係

g
(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

私
立
高
校
等
入
学
資

金
融
資
の
あ
っ
せ
ん

灸
翕
=
淞
カ
祁
・
裁
苟
鳰
俘
祁

ま
た
は
大
学
入
学
資
格
を
得
ら
れ
る

私
立
の
専
修
学
校
高
等
課
程
進
学
予

定
者
と
同
居
し
て
い
る
保
護
者
/
区

内
に
引
き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
、

住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
/
勤

続
(
営
業
)
年
数
が
1
年
以
上
あ
る

方
/
1
3
年
中
の
年
収
が
次
の
限
度
額

以
下
の
方
▽
給
与
所
得
者
・
:
支
払

給
与
の
総
額
が
1
千
万
円
以
下
▽

事
業
所
得
者
…
総
所
得
金
額
等
が
8
0
0

万
円
以
下
※
前
記
条
件
に
あ
て
は

ま
る
場
合
で
も
取
扱
金
融
機
関
の
貸

付
基
準
に
よ
り
融
資
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
す
で

に
入
学
金
な
ど
を
納
入
済
み
の
場
合

は
融
資
で
き
ま
せ
ん
内
容
=
志
望

校
入
学
手
続
き
時
の
最
低
納
付
額
　

(
授
業
料
・
寄
付
金
は
除
く
)
/
制

服
代
/
教
科
書
代
融
資
金
額
=
1
0
～

5
0
万
円
(
1
万
円
単
位
。
た
だ
し
、

制
服
代
は
1
0
万
円
・
教
科
書
代
は
2

万
円
の
定
額
算
定
)
利
率
=
年
1
.
8

%
返
済
=
融
資
を
受
け
た
日
の
翌

月
か
ら
3
年
以
内
(
元
金
均
等
月
賦

償
還
)
取
扱
金
融
機
関
=
区
内
の

足
立
信
用
金
庫
/
成
和
信
用
金
庫
/

東
京
ス
マ
イ
ル
農
業
協
同
組
合
※

金
融
機
関
所
定
の
保
証
が
必
要
(
保

証
料
は
区
で
負
担
)
申
込
期
間
=

‥1
1
1
1
一
月
1
日
～
1
5
年
2
月
2
8
日
※
融

資
ま
で
1
0
日
位
か
か
り
ま
す
。
志
望

校
が
決
ま
り
次
第
、
早
め
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=

学
務

課
助
成
係{に一

(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

不
動
産
公
売

区
で
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
公

売
(
差
押
財
産
を
入
札
で
売
却
し
、

そ
の
代
金
を
税
に
充
て
る
手
続
き
)

し
ま
す
。
※
税
の
完
納
な
ど
に
よ

り
一
部
の
物
件
の
公
売
を
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
日
時
=
H
月
2
7

日
、
午
前
1
0
時
～
1
1
時
場
所
=

区

役

所

□

売

却
区

分
番
号
1

土
地
I

筆

場

所
=

福

島
県

耶

麻
郡

猪

苗
代

町

大
字

八
幡
字

松

林
6
2
8
8

番
1
1
3
(
原

野
・
呵
m
)

見

積

価
額
=
6
5

万

円

公
売

保

証
金
=
7

万

円

□

売

却
区

分
番
号
2

土
地
4

筆
(
持
分
2

分

の
I
)

場
所
=

栃

木
県
黒

磯
市

不
綿
畑

字
高

松
1
0
5
3

番
5

丶
1
0
5
4

番
2

丶
1
0
5
5

番
5

、
1
0
5
8

番
3
(

山

林
・
4

筆
合

計
9
9
2・
3
7
㎡
)

見
積

価

額
=
3
9

万
円

公

売

保
証

金
=
4

万

円□

売

却
区

分
番
号
3

土
地
4

筆

場

所
=

栃
木

県
那
須

郡

西
那
須

野
町

四
区

町
7
3
9番
6
1
、
7
3
9番
5
7

、
7
3
9番
6
5
、
7
3
9番
1
5
(

山
林

・
4

筆

合

計

千
4
4
m
)

見

積

価

額
=
3
6
0

万

円

公
売

保

証
金
=
3
6

万

円

-

い
ず

れ
も
I

不

動
産
公

売
案

内

・
物
件

明

細
書

等
は

、納
税

課

で
公

開
し

て

い
ま
す

。

問

先
=

納
税

課
公

売

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
3

″
3

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
1

/

-
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o

k
y
o
.
j
p
/

女
性
相
談
室
臨
時
休
業

期
間
=

‥‥‥一
月
5

日
～

‥‥‥一
月
7

日

問

先
=

女

性
総

合

セ
ン

タ

ー
女

性
相

談

室

讐
(
3
8
8
0
)
5
2
2
3

全
国
物
価
統
計
調
査

に
ご
協
力
を

H
月
に
「
全
国
物
価
統
計
調
査
」

が
行
わ
れ
ま
す
。こ
の
調
査
は
、
調

査
対
象
と
し
て
選
定
さ
れ
た
小
売
店

舗
・
飲
食
店
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
主
な

商
品
の
販
売
価
格
や
サ
ー
ビ
ス
料
金

お
よ
び
店
舗
の
属
性
な
ど
を
調
査
す

る
も
の
で
す
。
1
1月
上
旬
か
ら
調
査

員
が
対
象
事
業
所
に
調
査
票
記
入
の

お
願
い
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
問
先
=
統
計

係
豐
(
3
8
8
0
)
5
2
5
1
-

特
殊
建
築
物
等
の

定
期
報
告
を
忘
れ
ず
に

大
規
模
店
舗
な
ど
多
数
の
人
が
利

用
す
る
建
築
物
は
、
火
災
な
ど
が
発

生
し
た
場
合
、
大
き
な
災
害
に
つ
な

が
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
故
の
発

生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
建
築
基
準

法
で
は
、
建
築
物
の
敷
地
・
構
造
お

よ
び
設
備
の
状
況
に
つ
い
て
の
調
査

結
果
を
報
告
す
る
よ
う
に
定
め
て
い

ま
す
。
問
先
=
市
街
地
指
導
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
9
4
`
j

催
し
物
ガ
イ
ド

1 員に先着齷
とあるものは
10 月29 日
から受け付け

腐
葉
土
作
り
講
座

日
時
=
‥
‥
‥
一
月
1
4
日
困
、午
後
1
時
3
0

分
～
午
後
4
時
場
所
=
都
市
農
業

公
園
(
現
地
集
合
)

対
象
=
区
内
在

住
の
方

内
容
=

腐
葉
土
に
つ
い
て

の
講
義
と
体
験
作
業
(

筆
記
用
具

、

軍
手
を
持
参

。
作
業
の
出
来
る
軽
装

で
)

定
員
=
3
0
人
(

抽
選
)

費
用
=
3
0
0

円
(

腐
葉
土
容
器
・
お
茶
代
)

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
住
所

、氏
名

、

電
話
番
号
、「
腐
葉
土
作
り
講
座
」
と

明
記

期
限
=
H

月
5

日
必
着

申
・
問
先
=

あ
だ
ち
再
生
館
(

月
曜

休
館
)

〒
廁一
・
〇
〇
I
I

中
央
本
町
9
(

・
I
Q
り
I
I

啻
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

1
6ミ
リ
映
写
機
操
作

講
習
会

日
時
=
1
2
月
5
日
～
9
日
、
午
後
6
～

8
時

場
所
=
梅
田
図
書
館

対

象
=
区
内
に
在
住
・
在
勤
の
1
6歳
以

上
の
方
で
全
日
程
受
講
可
能
な
方

定
員
=
2
0
人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
。

「
1
6ミ
リ
講
習
会
応
募
」
と
明
記

期
限
=
1
1月
1
5日
必
着

申
・
問
先

=
中
央
図
書
館
管
理
調
整
係

〒
1
2
0

・
0
0
3
4

千
住
5
-
1
3
-
5

啻
(
5
8
1
3
)
3
7
4
Q
}

3
世
代
交
流

せ
い
ぶ
む
ら
ま
つ
り

日
時
=
H
月
9
日
出
、
午
後
1
時
～

3
時
3
0分

内
容
=
昔
遊
び
コ
ー
ナ

ー
/
ゲ
ー
ム
/
模
擬
店
な
ど

場
・

問
先
=
西
部
児
童
館
・
老
人
館

啻
(
3
8
9
7
)
5
0
1

癶
0

第
3
回
プ
チ
展
示

「
中
曽
根
城
と
葛
西
城
」

期
間
=
1
0
月
7
日
～
‥
1
1
1
1
一
月
2
9
日
、午

前
1
0
時
～
午
後
4
時
内
容
=
区
内

の
中
世
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
を

中
心
に

「
葛
西
城
」
出
土
資
料
を
加

え
た
展
示

場
・
問
先
=

伊
興
遺
跡

公
園
展
示
館

啻
(
3
8
9
8
)
9
1
1
1

郷
土
博
物
館
の
催
し

□
郷
土
芸
能
鑑
賞
会

日
時
=
H
月
3
日
鬪
、
午
前
1
0時
・
H

時

内
容
=
ま
つ
り
ば
や
し
実
演

□
映
画
会

日
時
=
1
1月
9
日
出
、
午
前
1
1時

内
容
=

「
南
部
杜
氏
」・
:卓
越
し
た

技
術
を
持
つ
南
部
杜
氏
の
酒
造
り
/
　

「
禅
の
い
ぶ
き
」・
:曹
洞
宗
大
本
山

永
平
寺
で
の
修
行
僧
の
生
活

-

い
ず
れ
も
I

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
申
・

問
先
=
郷
土
博
物
館

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
1
W

足
立
風
土
記
巡
回
講
座

身
近
な
町
を
切
り
囗
に
歴
史
を
案

内
し
ま
す
。
日
時
等
=
‥
1
1
月
1
6
日

出
・
江
北
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
、
3
0

日
出
・
学
び
ピ
ア
2
1
、
い
ず
れ
も
時

間
は
、
午
後
2
時
～
4
時
内
容
=

1
6日
・
:江
北
地
区
の
歴
史
/
3
0日
…

千
住
地
区
の
歴
史

定
員
=
各
4
0人

(先
着
順
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ

に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
希
望
日
を
記
入

※
1
枚
の
(

ガ
キ
で
複
数
人
・
複
数
回
の
申
し
込

み
可

期
限
=
希
望
日
の
I
週
間
前

(消
印
有
効
)

申
・
問
先
=
郷
土
博

物
館

〒
1
2
0・0
0
0
1

大
谷
田
5
-
2
0
-
I

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
1
J

「
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
・

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

入
選
作
品
の
展
示

ポ
ス
タ
ー
9
1
5点
・
作
文
1
0
0点
中

、

ポ
ス
タ
ー
8
4
点
・
作
文
1
0
点
が
入
選

し
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
金
賞
作
品
を
も
と
に
交

通
安
全
運
動
用
の
ポ
ス
タ
ー
と
カ
レ

ン
ダ
ー
を
作
成
し
、
区
内
施
設
・
各

駅
な
ど
に
掲
示
し
て
交
通
安
全
を
広

く
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。
展
示

期
間
=
H
月
1
日
～
8
日
場
所
=

区
役
所
I

階
区
民
ロ
ビ
ー

問
先
=

交
通
安
全
係

`
一
一
`
(
3
8
8
0
)
5
9
1
り
£

図書館臨時休館
特別整理期間・館内消毒などのた

め臨時休館となります。 問先= 中
央図書館05813 ―3740

夕
焼
け
放
送
の
変
更

夕
焼
け
放
送
は

、
‥‥‥一月
か
ら
1

月

ま
で
午
後
4

時
に
な
り
ま
す

。

問
先
=

生
涯
学
習
課
調
整
係

g
(
3
8
8
0
)
5
9
8
1
T
)
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女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
0
2

あ
だ
ち

日
時
等
=
表
2

※
2
～
5
歳
の
保

育
あ
り

場
・
問
先
=
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
2
C
M

防
災
区
民
組
織

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
=
H
月
1
0
日
、
午
前
9
時
～

正
午

場
所
=
荒
川
河
川
敷
西
新
井

橋
緑
地

内
容
=
区
民
消
火
隊
に
よ

る
消
防
ポ
ン
プ
模
範
放
水
/
は
し
ご

車
・
起
震
車
・
煙
体
験
/
防
災
用
品

の
展
示
な
ど

問
先
=
災
害
対
策
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
3
6

第
1
1回
常
東
地
区
音
楽
祭

日
時
=

‥
1
1月1
0
日
回

、午
後
1

時
(
午

後
O

時
3
0
分
開
場
)

場
所
=

第
十

六
中
学
校

内
容
等
=
地
域
の
小
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
吹
奏

楽
ノ
デ
キ
シ
ー
フ
ン
ド

ー
ジ
ャ
ズ
演

奏
(

薗
田
憲
一
&

デ
キ
シ
ー
キ
ン
グ

ス
)

※
上
履
き
持
参

申
込
=
当

日
直
接
会
場
へ

問
先
=
千
住
あ
ず

ま
住
区
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
2
)
1
2
1
C
O

ま
た
は
住
区
推
進
課
指
導
相
談
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
6
C
O

表2 女性フェスティバル2002あだち日程

※ いずれも時間は、午前10時～午後4時

あ
だ
ち
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
0
2

日
時
=

‥‥‥一
月
1
0
日
回

、午

前

‥‥‥一
時
(
開

場

は
3
0
分

前
)

場

所
=

ギ

ャ

ラ

ク

シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

内

容
=
世
代
を
超
え
た
吹
奏
楽
の
演
奏

会

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問

先
=
実
行
委
員
会
事
務
局
(
文
化
振

興
係
内
)啻

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

「
あ
だ
ち
ベ
ン
チ
ャ
ー
創

業
支
援
塾
」
受
講
生
募
集

日
時
=
H
月
9
日
出
・
1
6
日
出
・
2
4

日
回
・
3
0
日
出
、
午
前
1
0
時
～
午
後

5
時

場
所
=

学
び
ピ
ア
2
1

対
象
=

ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
興
味
の

あ
る
方

内
容
=

ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
で
の
起
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め

の
ノ
ウ
(

ウ
や
秘
け
つ
を

、
創
業
経

験
を
持
つ
講
師
が
演
習
形
式
で
実
践

的
に
教
授

定
員
=
2
0
人
(

選
考
)

費
用
=
1

万
円

申
込
=
所
定
の
申

込
書
を
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
郵
送

※

申
込
書
は
各
区
民
事
務
所
・
各
地
域

学
習
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す

期
限
=

‥
1
1
1
1

一
月
5

日
必
着

申
・
問
先
=

新

産
業
支
援
課
支
援
係

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中
央
本
町
I

ム
n
-
I

g
(
3
8
8
0
)
5
1
8
4
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
0
3

暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー

ル
公
開
講
座

日
時
=
H
月
1
4
日
困
、
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
3
0
分
場
所
=
エ
ル
ー
ソ

フ
ィ
ア
対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
内
容
=
「
今
の
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
堅
実
な
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

を
～
賢
く
利
用
す
る
各
種
金
融
商

品
～
」
講
師
=
楠
本
く
に
代
氏
(
金

融
消
費
者
問
題
研
究
所
代
表
)

定

員
=
3
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

豐
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

第
5
回
消
費
者
講
座

「
旬
の
魚
の
お
ろ
し
方
・

煮
付
け
方
」

日
時
=
H
月
2
5
日
囲
、
午
後
1
時
～

3
時
3
0分

場
所
=
エ
ル

ー
ソ
フ
イ

ア

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
当
講
座
未
受
講
者

講
師
=
足

立
市
場
職
員
お
よ
び
魚
食
普
及
委
員

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
3
0
0

円
(
教
材
費
)

申
込
=
電
話

申
・

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

区
民
企
画
講
座

「
描
こ
う
、
あ
な
た
の

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
」

日
程
等
=

表
3

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定
員
=
4
0

人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
。

「
区
民
企
画
講
座
」
希
望
と
明
記

※
保
育
(
6

ヵ
月
以
上
就
学
前
)
希

望
者
は
お
子
さ
ん
の
氏
名
、
生
年
月

日
、
性
別
も
明
記
(
定
員
1
5人
)

期

限
=
‥
H月
6
日
必
着

企
画
・
運
営
=

あ
だ
ち
大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

場
・
申
・
問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
1
　
　
　

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表3 区民企画講座日程

※ いずれも金曜日、午後2時～4時

区
立
小
・
中
学
校
連
合

行
事
開
催

□
小
学
校
連
合
行
事

▽
連
合
学
芸
会
・
:
H月
9
1一日
困
、
午

前
の
部
・
1
0時
開
演
/
午
後
の
部
・
o

時
3
0分
開
演

▽
連
合
音
楽
会
…
H

月
2
7
日
～
2
9

日
、
午
前
の
部
・
1
0時
開
演
/
午
後

の
部
・
o
時
4
5分
開
演

▽
連
合
展
覧
会
(
家
庭
科
)
:
n

月
2
6

日
～
1
9一月
6
日
、
午
前
1
0時
～
午

後
5
時

▽
連
合
児
童
画
展
覧
会
(
図
工
)
…

1
2
月
1
0
日
～
2
0
日
、
午
前
1
0
時
～
午

後
5
時

□
中
学
校
連
合
行
事

▽
連
合
演
劇
発
表
会
・
:
H
月
6
日
～

8
日
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
連
合
音
楽
会
…
H
月
1
2
日
～
1
4

日
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
連
合
展
覧
会
(
区
展
)
…
H
月
1
3

日～
1
8
日
(
書
写
・
美
術
)
'
3
月
2
1

日～
2
5
日
(
技
術
・
家
庭
)
、
午
前
1
0

時～
午
後
4
時
(
最
終
日
は
午
前
の

み
)

▽
書
き
初
め
展
・
:
1
5
年
1
月
2
5
日～

3
1
日
、
午
前
1
0
時～
午
後
5
時
(
最

終
日
は
午
前
の
み
)

-

い
ず
れ
も
卜

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井

文
化
ホ
ー
ル

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

問
先
=
教
育
総
務
課

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
6

り£

区
制
7
0周
年
記
念
事
業

(仮
称
)
光
の
祭
典

出
場
者
募
集

日
時
等
=
後
日
要
項
を
送
付

申
込
=

電
話

期
限
=
‥
H月
2
5日

□
仮
装
サ
ン
タ
パ
レ
ー
ド

竹
の

に
ダ
ン
ス
サ
ン
タ
が
出

現
。
思
い
思
い
の

サ
ン
タ
に
変
身
し

て
、
家
族
や
仲
間

と
音
楽
に
合
わ
せ

て
ま
ち
で
踊
り
ま

し
ょ
う
!
場
所

=
竹
ノ
塚
駅
東
口
～

元
渕
江
公
園

(沿
道
)

□
野
外
ス
テ
ー
ジ

心
和
ま
せ
る
ひ
と
と
き
を
提
供
し

て
く
れ
る
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
、
ク
リ
ス
マ
ス

の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た
も
の
を
選
考

し
ま
す

場
所
=
元
溯
江
公
園

□
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

も
う
1
つ
の
光
の
祭
典
を
あ
な
た

の
手
で
っ
く
り
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん

の
自
宅
を
楽
し
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

し
、
こ
だ
わ
り
・
コ
ン
セ
プ
ト
を
添

え
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
竹
の
塚

を
中
心
と
し
た
地
域
で
、
家
庭
・
企

業
部
門
別
に
審
査
し
ま
す
。

個
人
協
賛
金
募
集

協
賛
金
額
=
1

日
5

千
円

※
何
口

で
も
可

申
込
=

直
接
持
参
/

郵
便

振
替
/

現
金
書
留
/

銀
行
振
込

期

限
=

‥
1
1
1
1

一
月
1
5
日

※
協
賛
し
て
い
た

だ
い
た
方
は
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
氏

名
を
掲
載
し
ま
す

。
た
だ
し

、
口
数

に
係
ら
ず
掲
載
サ
イ
ズ
は
同
じ
で
す

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

観
光
協
会
(

経
済
観
光
課
内
)

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中
央
本
町
L
-
1
7
1
1
{

一″
(
3
8
8
0
)
5
8
5

癶
j

映像広報 制作だより
「歯の掃除は 、毎日歯磨きをしているから大丈夫」と

思つていませんか。歯周病の原因となる歯や歯間の汚
れは、なかなか落ちにくいものです。
「どんなお手入れ方法があるの」そのヒン トを今週の

「情報キャッチ 囗 好きです。あだち」で放送してい
ます。区民レポーターが歯科衛生士に相談したり 、区

民の方とー緒に講習会に参注して勉強してきました。
健康なからだでいるためには、丈夫な歯であること

が欠かせません。さあ 、もう一度自分の口の中を見直
し てみませんか。 〈広報課》

「情報 キャッチ 好きです。あ だち」放送予定
足立コミュニティチャンネル( ケーブルテレビ足立9CH)

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

★
中
高
年
向
き
リ
ズ
ム
体
操
・
ス
ト

レ
ッ
チ
講
習
会
1
0
月
2
9
日
㈹
、
午

前
1
0
時
3
0
分
～
正
午
/
こ
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
(
綾
瀬
)
ノ
タ
オ
ル

持
参
/
久
保
井
(
午
後
6
時
以
降
)
　

豐
(
3
6
2
9
)
0
3
5
Q

り

★
足
立
区
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
バ
ザ

ー
‥
H
月
2
日
出
、午
前
1
0
時
～
午

後
3
時
/
竹
の
塚
障
害
福
祉
館
/
石

井
`
J
(
5
6
8
6
)
3
5
3
1

=
会
員
募
集
=

★
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
「絵
夢
」

毎
週
金
曜
、午
前
1
0
時
～
正
午
/
舎

人
5
-
5
1

一
1
1
1
1

一
/
入
会
金
千
5
0
0円
・

月
額
2
千
円
(

材
料
代
別
)
/

牧

`
一
J
(
3
8
5
3
)
8
2
8
Q
V

掲
示
板

□
都
内
一
斉
無
料
法
律
相
談

日
時
=
H
月
9
日
出
、
午
前
1
0時
～

午
後
1
時

場
所
=
教
育
研
究
所

申
込
Å
1
1
1
1

一
月
8
日
窗
、
午
前
1
0時
～

午
後
4
時
ま
で
に
電
話
予
約

豐
(
3
5
0
4
)
8
5
0
0

※
弁
護
士
会
館
で
も
開
催
(
先
着
順
)

問
先
=
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課

啻
(
3
5
8
1
)
2
2
3
4

□
国
民
年
金
推
進
員
募
集

勤
務
地
=
足
立
区
内

対
象
=
区
内

在
住
で
6
4歳
ま
で
の
方

勤
務
条
件
=

週
5
日
(
1
日
8
時
間
以
内
で
週
3
0

時
間
、
土
日
・
夜
間
勤
務
あ
り
)

定
員
=
若
干
名

給
与
=
月
額
1
5万
8

千
円
(
賞
与
あ
り
)

※
社
会
保

険
・
労
働
保
険
適
用

期
限
=
1
0月
3
1

日

問
先
=
東
京
社
会
保
険
事
務

局
年
金
調
整
課

豐
(
5
3
2
2
)
1
6
4
4

□
第
4
回
マ
イ
タ
ウ
ン
あ
だ
ち
就
職

面
接
会
へ
の
参
加
企
業
募
集

日
時
Å
1
1
1
1

一
月
1
5日
窗
、
午
後
1
時
～
4

時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
区
内
企
業

募
集
企
業
数
=
3
0

社

参
加
予
定
求
職
者
数
=
約
5
0
0

人

求
人
要
件
=
中
途
採
用
求
人
で

開
催
日
当
日
に
お
い
て
採
用
枠
を
確

保
し
て
い
る
こ
と
/
出
来
る
限
り
幅

広
い
年
齢
層
の
方
が
応
募
で
き
る
こ

と

※
職
種
問
わ
ず
。
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

期
限
=
H

月
1
日

申
・
問
先
=
(

ロ
ー
ワ

ー
ク
足
立
企
画
調
整
部
門

啻
(
3
8
7
0
)
8
6
0
Q

り

□

「
知
的
障
害
者
就
職
フ
ェ
ア
」
開

催
お
よ
び
参
加
企
業
募
集

日
時
A
H

月
2
1日
困
、
午
後
1
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=

障
害
者
雇
用
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

と
参
加
企
業
に
よ
る
面
接
会

※
参

加
企
業
募
集
中
(
1
0月
3
1日
ま
で
)

申
・
問
先
=
(

ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立

啻
(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

□
税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談

日
時
=
H
月
H
日
～
1
4
日
、
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
場
所
=
区
役
所
I

階
区
民
ロ
ビ
ー

問
先
=
東
京
税
理

士
会
足
立
支
部

豐
(
3
8
8
2
)
9
4
1
7

□
雇
用
保
険
料
率
改
定

1
0月
1
日
か
ら
千
分
の
2
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
事
業
主
・
被
保
険

者
の
方
は
そ
れ
ぞ
れ
千
分
の
I
ず
つ

の
負
担
に
な
り
ま
す
。
問
先
=
足

立
公
共
職
業
安
定
所

豐
(
3
8
7
0
)
8
6
0
Q

り

足
立
労
働
基
準
監
督
署

豐
(
3
8
8
2
)
1
1
8
7
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1
5
年
4
月

入園
の

保

育園
児

募

集

保
育
園
は
、
保
護
者
の
就
労
や
病

気
な
ど
で
、
保
育
が
十
分
に
で
き
な

い
家
庭
の
お
子
さ
ん
を
家
庭
に
代
わ

っ
て
保
育
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
1
5年
4

月
か
ら
公
立
ま
た
は
私
立
の
認
可

保
育
園
の
入
園
を
希
望
す
る
方
や
、

転
居
な
ど
に
よ
り
転
園
を
希
望
す
る

方
は
、
期
間
中
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
募
集
定
員
を
超
え
て
応
募
が

あ
っ
た
場
合
は
選
考
と
な
り
、
必
要

性
の
高
い
お
子
さ
ん
か
ら
順
に
入
園

で
き
ま
す
。
※
区
内
在
住
で
、
区
外

の
保
育
園
を
希
望
す
る
方
は
、
申
込

み
期
限
や
必
要
書
類
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
児
童
福
祉
課
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い

□
募
集
概
要

▽
保
育
園
名
=
表
1

▽
開
園
時
間
・
保
育
時
間

開
園
時
間
=
午
前
7
時
3
0
分
～
午
後

6
時
3
0分

保
育
時
間
=
お
お
む
ね

こ
の
問
の
8
時
間
で
す
が
、
保
護
者

の
保
育
で
き
な
い
状
況
(
勤
務
時
間

な
ど
)
に
応
じ
て
決
め
ま
す
。

▽
入
園
期
間

お
子
さ
ん
の
保
育
が
で
き
な
い
事

情
に
よ
り
、
入
園
期
間
が
決
ま
り
ま

す
。
最
長
で
小
学
校
就
学
前
ま
で
で

す
。
出
産
・
求
職
・
就
労
内
定
な
ど

の
理
由
で
入
園
し
た
場
合
は
、
入
所

期
限
内
の
入
園
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

入
園
後
、
仕
事
を
や
め
た
な
ど
入
園

要
件
が
無
く
な
っ
た
場
合
は
、
保
育

園
に
は
通
園
で
き
ま
せ
ん
。

▽
延
長
保
育
(
表
1
中
○
印
の
園
)
　

I
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
を
対
象

に
、
午
後
6
時
3
0
分
か
ら
3
0
分
～
I

時
間
の
間
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

▽
申
込
期
間
1
2
月
2
日
～
1
5日

申
し
込
み
が
遅
れ
た
り
、
必
要
書
類

が
足
り
な
い
場
合
は
、
1
5年
4
月
入

園
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▽
申
込
先

児
童
福
祉
課
入
園
事
務
係
、
各
保

育
園
、
各
福
祉
事
務
所
(
中
部
福
祉

事
務
所
を
除
く
)
※
受
付
日
は
、
各

受
付
場
所
に
よ
り
一
部
異
な
り
ま
す

の
で
、
表
2
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

▽
申
込
書
配
付
1
1
月
2
0日
か
ら
各

受
付
場
所
(
表
2
)
で
配
付

□
そ
の
他

現
在
、
待
機
(
空
き
待
ち
)
さ
れ

て
い
る
方
で
、
1
5年
度
の
入
園
を
希

望
す
る
場
合
は
、
新
た
に
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。
※
申
し
込
み
が

無
い
と
4
月
か
ら
の
入
園
申
し
込
み

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

問
先
=
入
園
事
務
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
6

癶
j

年
末
保
育
を
行
い
ま
す

年
末
に
保
護
者
が
就
労
す
る
た

め
、
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
一
時
的
に
保
育
を
し
ま

す
。
保
育
日
=
1
2月
3
0日
囲

対
象

園
=
中
央
本
町
保
育
園
、
あ
や
せ
保

育
園
、
西
新
井
本
町
保
育
園
、
第
二

日
ノ
出
町
保
育
園
、
伊
興
大
境
保
育

園

対
象
=
区
内
の
公
立
・
私
立
の

認
可
保
育
園
に
入
所
し
て
い
る
児

童
、
お
よ
び
区
内
在
住
の
満
6
ヵ
月

か
ら
就
学
前
ま
で
の
健
康
な
児
童

保
育
時
間
=
午
前
7
時
3
0
分
～
午
後

6
時
3
0
分
の
間
で
、
保
護
者
が
必
要

と
す
る
時
間
保
育
料
=
2
千
5
0
0
円

申
先
=
区
内
公
私
立
認
可
保
育
園
の

在
園
児
…
通
っ
て
い
る
保
育
園
/
そ

の
他
の
方
…
希
望
す
る
実
施
園
に
直

接
申
込
受
付
期
間
=
H
月
2
7
日
～

1
1月
2
9日

※
申
込
方
法
な
ど
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=

保
育
計
画
係

表1 保育園一覧 平成15年4 月1 日予定

※公は設置・経営主体ともに公立、私は設置・経営主体ともに私立、公民は設置主体が公立・経営主体が私立の保育園です
※☆印の保育園は、産休明け( 生後57日目以降) 保育可能園です。★印の0 歳児保育可能圖ま、6ヵ月以上の児童力刎 象になります
※育児休業取得中の方は、15年5 月1 日までに職場復帰予定の場合に申し込むことができます
※○ 印の保育園は、延長保育可能園です( 対象児童の年齢・延長時間については園により異なりますのでくわしくは、お間い合わせください)
※千住地域( 仮称) せきや保育園は、15年4 月オープンの新設園です

表2 申込書配布・受付場所一覧

※ いずれも受付時間は、午前9時～午後4時

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係a3880- 5815

学 び の 情 報を キ ャッ チ! 午前9時～午後8時

生涯学習情報ダイヤル 　5813- 3736　　　ht t p: : / /manabi . adachi . ne. j p/ i nf o/

あ な た の 探 す講 座 や イ ベン ト を 、区内 情 報 を 中 心に 、い つ 、
ど こ で 開 催さ れ る か をご 案 内し ま す

電子投票がやってきた

9月20日、第四中学
校で電子投票を用いた
生徒会役員選挙が行わ

れました。
生徒たちは、投票所

の入口でプラスチック
製の投票カードを受け
取り、投票機に挿入。
画面に表示された候補
者の中から、自分が投

票したい候補者の名前を押すというものです。初
めてにもかかわらず、特に戸惑う様子も無く機械
を操作していました。

ま
ず
、
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
・
:

ひら めき 、ときめき「遊び学び」

9月22日(日)、ギャラクシ
ティで、「あだち子どもフェスティバル」が行われま
した。
たくさんの子どもたちが、生き生きと素晴らしい

ステージを演じたり、大縄飛びやあだっちボールで
白熱したプレーを繰り広げたり。また、ミニシアタ
ーでは、お母さんたちが中心に演る、人形劇やパネ
ルシアターに小さな子も大喜びでした。 会場内の
あちこちで、「子どもたちのパワーが伝わってくる
ね」と声が上がっていました。

シャンソンの歌声にのせて♪

9月20日、ボラン
ティアグループ「虹

の会」3 周年記念コ
ンサートがエル・ソ
フィアで開催され
ました。
ひとり暮 らし の

高齢者への励まし
訪問活動などを続けてきた同会の結成を記念し、ま

たシャンソン公演を通して高齢者の大たちを元気づ
けようとの目的で企画されました。約300人の参加者
はシャンソン歌手の茅俊子さんらによる楽しいコン
サートを楽しんでいました。

古紙配合率75% 再生紙を使用しています R. K285, 400


